
 

  
第第 44 節節  防防災災・・減減災災、、国国⼟⼟強強靱靱化化とと⼤⼤規規模模⾃⾃然然災災害害へへのの備備ええ  

 
 
⾃然災害が頻発化・激甚化する中、今後も発⽣し得る災害に備えるため、農業・農村の

防災・減災、国⼟強 靱
きょうじん

化対策の推進が喫緊の課題となっています。農林⽔産省では、「国
⼟強靱化基本計画」に基づき、国⼟強靱化対策を推進するとともに、農業保険への加⼊等
農業者⾃⾝が⾏うべき災害への備え等を⾏うよう取り組んでいます。本節では、これらの
取組状況について紹介します。 
 

((11))  防防災災・・減減災災、、国国⼟⼟強強靱靱化化対対策策のの推推進進  
((「「防防災災・・減減災災、、国国⼟⼟強強靱靱化化ののたためめのの３３かか年年緊緊急急対対策策」」等等をを推推進進))  

国⼟強靱化対策を推進するため、令和 2(2020)年度は関係予算を 6,287 億円(3 か年緊急
対策に係る臨時・特別の措置 1,008 億円を含む。)確保し、「防災・減災、国⼟強靱化のた
めの３か年緊急対策」(平成 30(2018)年 12 ⽉閣議決定)に基づき、農業⽔利施設1・ため池
の整備や農業⽤ハウスの災害被害防⽌等に取り組みました。 

また、令和 3(2021)年度から実施する「防災・減災、国⼟強靱化のための 5 か年加速化
対策」(令和 2(2020)年 12 ⽉閣議決定)の初年度予算として、令和 2(2020)年度第 3 次補正
予算において 2,209 億円を確保し、(1)流域治⽔対策(農業⽔利施設の整備、⽔⽥の貯留機
能向上)、(2)防災重点農業⽤ため池の防災・減災対策、(3)農業⽔利施設等の⽼朽化、豪⾬・
地震対策、(4)園芸産地事業継続対策等に取り組むこととしています。 

そのような中、農業者の減少に伴う管理体制の脆 弱
ぜいじゃく

化や近年における豪⾬・地震の頻
発化・激甚化に早急に対応するため、令和 2(2020)年 10 ⽉に「防災重点農業⽤ため池に係
る防災⼯事等の推進に関する特別措置法」を施⾏しました。 

このほか、農地・農業⽔利施設が持つ洪⽔調節機能を活⽤するため、農林⽔産省では、
関係省庁や地⽅公共団体、農業関係者等と連携しながら、⼤⾬により⽔害が予測される際
に、(1)事前に農業⽤ダムの⽔位を下げて⾬⽔を貯留する「事前放流」、(2)⽔⽥に⾬⽔を⼀
時的に貯留させる「⽥んぼダム」、(3)ため池への⾬⽔の⼀時的な貯留、(4)農作物への被害
のみならず、市街地や集落の湛⽔被害も防⽌・軽減させる排⽔施設の整備等、流域治⽔の
取組を通じた防災・減災対策を強化しています。 

 
((22))  災災害害へへのの備備ええ  
((農農業業者者⾃⾃⾝⾝がが⾏⾏うう⾃⾃然然災災害害へへのの備備ええ))  

⾃然災害等の農業経営のリスクに備えるためには、農業⽤ハウスの保守管理、農業保険
等の利⽤等に農業者⾃⾝が取り組んでいくことも重要です。 

農林⽔産省では、近年、台⾵、⼤雪等により園芸施設の倒壊等の被害が多発している状
況に鑑み、農業⽤ハウスの保守管理や補強等の台⾵や⼤雪による被害の防⽌に向けた技術
指導のほか、農業⽤ハウスの資産価値に応じて新築時の資産価値の 8 割を上限に補償する
園芸施設共済に加え、収量減少や価格低下等農業者の経営努⼒で避けられない収⼊減少を
幅広く補償する収⼊保険への加⼊促進を重点的に⾏うなど、農業者⾃⾝が災害への備えを

 
1 ⽤語の解説3(1)を参照 
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⾏うよう取り組んでいます。なお、園芸施設共済については、令和元(2019)年度の加⼊率
は 60％となっていますが、令和 2(2020)年 9 ⽉から、耐⽤年数を超えたハウスも新築時の
資産価値まで補償できる特約を導⼊する等補償の充実を図るなど、農業者の幅広いニーズ
に応えられるよう⾒直しを⾏っています。 

このほか、豪⾬や台⾵等の⾵⽔害等に備えるための予防減災情報を Web サイト上で情
報発信しています(図図表表 44--44--11)。 

 

 
 
また、MAFF アプリでは、台⾵の接近時等に、災害への備えに関する情報や、農業者が

作業時に留意すべき事項、被災した農林漁業者向けの⽀援策の情報を、農業者等ユーザー
のスマートフォンにプッシュ通知でお知らせしています。 

 
((「「⾃⾃然然災災害害等等ののリリススククにに備備ええるるたためめののチチェェッッククリリスストト」」とと「「農農業業版版 BBCCPP((事事業業継継続続計計画画

書書））」」ののフフォォーーママッットトをを策策定定))  
農業者⾃⾝が⾏う⾃然災害等への備えの取組の定着に資するよう、令和 3(2021)年 1 ⽉

に「⾃然災害等のリスクに備えるためのチェックリスト」と「農業版 BCP1(事業継続計画
書)」のフォーマットを策定しました(図図表表 44--44--22)。 

 
1 ⽤語の解説3(2)を参照 

図表 4-4-1 豪⾬や台⾵等の⾵⽔害に備えるための予防減災情報 

資料：農林⽔産省作成 

豪雨や台風等の風水害に備えるための予防減災情報

分野別の予防減災情報

近年、自然災害により農林水産業に大きな被害が発生しており、農林水産被害額は、特に豪雨や台風等の風水害によるものが増加傾向にあ
ります。
そこで、農林漁業者の皆さまが、豪雨や台風といった風水害に備えるためのポイントを、分野別にイラストや簡潔な文章でまとめています。
気象情報の確認、清掃・点検・補修等を実践し、豪雨や台風襲来に備えましょう！
人命第一の観点から、暴風雨、異常出水時における施設等の見回りについては、これらの状況が治まるまで行わないようにしましょう。
また、暴風雨等が治まった後の見回りについても、増水した水路その他の危険な場所には近づかず、足下等、施設周辺の安全に十分に注意
し、転落、滑落事故に遭わないよう慎重に行いましょう。

下のイラストをクリックすると、詳細ページに移行します。

農業用ハウス 農業保険 水稲・麦・豆

農業機械

野菜・花き

果樹

林道・森林施業現場 森林保険 漁船・水産関連施設

畜産 ため池
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本チェックリストと農業版 BCP は、耕種、園芸、畜産の３種類から構成され、⾃然災

害等のリスクに対する備えの意識や MAFF アプリ等⾃然災害等に係る注意喚起システム
への関⼼を⾼めるとともに、台⾵被害等の軽減のための取組事例等(災害の教訓)の提供や
農業保険等セーフティネットへの加⼊の契機となることを⽬的としています。 

チェックリストは、平時からのリスクに対する備えや台⾵等の⾃然災害への直前の備え

図表 4-4-2 農業版 BCP のパンフレットとチェックリスト 

資料：農林⽔産省作成 

番号 質問内容 YES NO

1
⾃⾝の営農活動における、⾃然災害、その他のリスク（新型コロナウイルス感染症等）とその影響について
考えたことはありますか︖

□ □ までに
対応する

2 ⾃⾝の地域の⾃然災害リスクについてハザードマップで確認したことはありますか︖ □ □ までに
対応する

3
新型コロナウイルス感染症について、「農業関係者における新型コロナウイルス感染者が発⽣した時の対応
及び事業継続に関する基本的なガイドライン」等のガイドラインを確認したことがありますか︖

□ □ までに
対応する

1 MAFFアプリをインストールし、災害対策等の情報を活⽤していますか︖ □ □ までに
対応する

2 地⽅⾃治体等を通じて発信される気象情報や防災情報を確認していますか︖ □ □ までに
対応する

・
・
・

・
・
・ □ □ までに

対応する

最新の気象情報、警報、注意報をチェックしましたか︖ □ □ までに
対応する

・
・
・ □ □ までに

対応する

コンテナやプラスチックパレットなど⾶来が予想されるものを⽚づけたり固定しましたか︖また、燃料タン
ク・ガスボンベ等をしっかり固定しましたか︖

□ □ までに
対応する

・
・
・ □ □ までに

対応する

収穫可能な作物は早めに収穫しましたか︖ □ □ までに
対応する

・
・
・ □ □ までに

対応する

⾮常⽤発電機を準備し、必要な装置に接続しましたか︖ □ □ までに
対応する

・
・
・ □ □ までに

対応する

⾃然災害等のリスクに備えるためのチェックリスト

（NOの場合）
対応期限

予
⾒
可
能
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
事
前
の
備
え

台
⾵
等
に
対
す
る
直
前
の
備
え

事業者名

チェック実施⽇

分類

リスクの把握

予
防

リ
ス
ク
全
般
に
対
す
る

事
前
の
備
え

直
前
の
対
策

情
報
収
集
等
ほ
場
等
周
辺
対
策

作
物
へ
の
対
策

停
電
対
策

耕種リスクマネジメント編
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に関するチェック事項であるリスクマネジメント編と、被災後の早期復旧・事業再開の観
点から対策すべき事項(ヒト、モノ、カネ/セーフティネット、情報等)である事業継続編か
ら構成されています。 

農業版 BCP は、インフラや経営資源等について、被害を事前に想定し、被災後の早期
復旧・事業再開に向けた計画を定めるものであり、決して難しいものではなく、農業者⾃
⾝に経験として既に備わっていることも含め、「⾒える化」することで、⾃然災害に備える
ためのものです。また、チェックリストや農業版 BCP の作成を通じて、平常時における
⾃らの経営の⾒直しや、改善にもつながるものであり、今後、農業者⾃⾝が⾃然災害等の
備えに活かせるよう、活⽤を促進していくこととしています。 

 
((家家庭庭でで⾏⾏うう災災害害へへのの備備ええ))  

家庭では、⼤規模な⾃然災害等の発⽣
に備え、⾃⾝の⾝を守る上で当⾯必要と
なる⾷料や飲料⽔を⽤意しておくことが
重要です。家庭における備蓄量は、最低
3 ⽇分から 1 週間分の⾷品を⼈数分備蓄
しておくことが望ましいと⾔われていま
す。 

農林⽔産省では、平成 31(2019)年 3
⽉に、ローリングストック1等、平時から
⾷料の家庭備蓄を実践しやすくする⽅法
や、乳幼児や⾼齢者、⾷物アレルギー等
の要配慮者がいる家庭での実践⽅法をま
とめた「災害時に備えた⾷品ストックガ
イド」と「要配慮者のための災害時に備
えた⾷品ストックガイド」を作成したほ
か、Web サイト「家庭備蓄ポータル」や BUZZ MAFF の動画、SNS 等での情報発信を通
して、家庭備蓄の定着に取り組んでいます(図図表表 44--44--33)。 

 

 
1 普段の⾷品を少し多めに買い置きしておき、賞味期限を考えて古いものから消費し、消費した分を買い⾜すことで常に⼀定量の⾷

品が家庭で備蓄されている状態を保つための⽅法 

図表 4-4-3 農林⽔産省「災害時に備えた⾷品
ストックガイド」で紹介されてい
る家庭での備蓄例 

資料：農林⽔産省作成 

家 庭 備 蓄 の 例

必需品
水　2L×6本×4箱 カセットコンロ・

カセットボンベ×12本

米　2kg×2袋

カップ麺類×6個 パックご飯×6個

その他（適宜）

乾麺（うどん・そば・そうめん・パスタ）

缶詰（肉・魚）レトルト食品

日持ちする野菜類

梅干し、のり、乾燥わかめ等 インスタントみそ汁や即席スープ

調味料

野菜ジュース、果汁ジュース等

主食
エネルギー
炭水化物

タンパク質

（適宜）

主菜

副菜
その他

1週間分／大人2人の場合

・お好みのもの18缶

・砂糖、塩、しょうゆ、めんつゆ等

チョコレートやビスケット
などの菓子類も大事！

・たまねぎ、じゅがいも等

・牛丼の素、カレー等18個

※1人1日およそ3L程度
　（飲料水＋調理用水）

お好みのお
茶や清凉飲
料水なども、
あると便利！ ※1人1週間およそ6本程度

※1袋消費したら1袋買い
　足す（1人1食75g程度）

・パスタソース6個

・そうめん2袋（300g／袋）
・パスタ2袋（600g／袋）

・LL牛乳
・シリアルなど
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農農林林⽔⽔産産省省 WWeebb ササイイトトのの「「災災害害にに関関すするる情情報報」」やや「「逆逆引引きき辞辞典典」」かからら  
防防災災・・減減災災にに関関すするる⽀⽀援援策策ををチチェェッックク  

((ココララムム))  災災害害等等はは忘忘れれるる前前ににややっっててくくるる  
〜〜国国ははリリススククにに対対ししてて様様々々なな⽀⽀援援をを⽤⽤意意〜〜 

令和 2(2020)年度は、令和 2 年 7 ⽉豪⾬や⼤雪等の⾃然災害、⿃インフルエンザ等の家畜伝染病が
発⽣しました。 

⾃然災害や家畜伝染病等の様々なリスクに対して、国は、現場の要望等を聴きながら、きめ細かな
⽀援策を措置し、農業者の 1 ⽇も早い経営再開に向けて対応しています。 

今後も起こり得る様々なリスクに対し、平時から、農業者⾃⾝が農業⽤ハウスの保守管理・補強や、
農業保険等への加⼊、飼養衛⽣管理基準の遵守等、取り組むべきことには取り組み、リスクに備える
ことが重要です。国としても、そうした農業者の営農継続の努⼒に対して全⾯的に協⼒していきます。
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